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Abstract

Thecharacteristicsofphysique，physicalfimess，adiposetissuethickness，musclethickness，ｂｏｄｙｃｏｍ‐

positionandlean-obesedegreewereobservedontenKoreanfemaledancers，ageｄ１８．８to302years・Phy‐

siqueofsubjectswereindicatedlittlefattyandbiggishtypefi･omtheLivi‘sindexpointofviewcomparewith

JapanesefemaIe・PhysicalfitnessofKoreanfemaledancerswerelowlevelinstrEngth，powerandagility，

butflexibilityoflhebodywereexcellent・AdiposetissuethicknessofKoreanfemaledancerswerethicker

・thanthatofJapanesefemale，butmusclethicknessofleg，ｂａｃｋａndfrontofthebodywerethickerthan

thatofJapanesefEmaleonthesixparlsofthebody・AbdominalsubcutaneousfatthicknessofKoreanfemale

were32､2ｍｍ，itwas2timescomparewithKoreanfもmaledancerand１．５timestoJapanesefemale．Ｐe1℃ent

ofbodyfat，１otalsubcutaneousfatthickness，totalmusclethicknessandtotalfatmassofKoreanfEmale

dancerwererecognisedhigherlevelcomparetoJapanesefEmalestatisticaly．

Ｋｅｙｗ０ｒｄｓ：danc“Physicalfitness，physique，subcumneousfatthickness，musclethickness，

ｂｏｄｙ勉山bodyc⑪mposition

(BⅡⅡetin0fDepartmentofPhysicalEducation,FacultyofEducation，

EhimeUniverSityb4，93-102,MmrCh，2003）
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Ｉ研究目的

安部，福永（1995）はヒトの体型は骨格の大きき，

皮下組織と内臓周辺に蓄積する体脂肪鼠および骨格に
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付着する筋肉品によって決定され，体脂肪や筋肉の付

き方は体型を変化させる重要な要因であることを述べ

ている．従来からヒトの体格・体型を最も簡単に評価

する方法として，身長（H）と体重（Ｗ）のバランス

からみた身体充実指数が用いられてきた．イタリアの

軍医Livi（1900）はIndiccponderale（3「Ｗ/H）を発

表し，その後ドイツのRohrer（1908）は計算を簡単に
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9４ 杉山ほか

するためにリビ指数を変換してＷ/H3を提案する論文

を発表した．角と杉山（1979）はローレル指数は体重

の歪を受けついで歪は強いが，リビ指数は立方根体重

が正規分布を示すことから歪は少なく，男女とも正規

分布として扱うことができ，肥痩度の適確な判定には

リビ指数が推奨されるべきであることを発表してい

る．日本肥満学会（1991）は肥痩度をみるために国際

学会にあわせて，BodyMassIndex（BMI）を肥満度

判定指数として使用することを決定した．しかし，こ

れはKaup指数（Ｗ/L2）であり，歪が強いことか

ら，角（1974）は修正カウプ指数（「Ｗ/H）を提唱

し，1979年にこれを基礎とした身長体重相関式乳幼児

用発育体格判定図を作成している．また．日比野

.(1994）はBMIによる肥満度判定では，４０歳代の男性

では身長が高くても低くてもほとんど評価の分布に変

化が見られないことからＢＭＩ利用の不適切性を発表

している．いずれにしても，身長と体重から求めた指

数を骨格，筋肉，内臓諸器官および組織など身体組成

（Bodycomposition）の発達状態や栄養状態を示す尺

度として用いる場合，基礎的，人類学的研究には有用

であるが，殊に肥満度判定をする場合には，指数から

離れて，筋肉型か内臓脂肪型か，皮下脂肪型かなど年

齢別，性別に考慮して検討することが重要となる．

本研究の目的は，外国人と日本人の体型および体

格・体力水準を比較し，その特徴を明らかにすること

である．今回は，韓国で日常ダンスレッスンを行って

いる女子と日本人一般女子および愛媛大学女子学生を

対象に，体格・体力，皮下脂肪厚，筋厚などの測定か

ら身体組成の相違について比較検討した．これらの項

目の比較情報は，両国の文化的，民族的および社会的

生活習慣を異にする身体的特性やライフスタイルを背

景とした総合的なフィットネスを理解する上で貴重な

資料として有用となる．

Ⅱ研究方法

1．対象は韓国梨花女子大畢校ダンス部学生および

Jazzercise，Korea会員ダンサー１０人および愛媛大

学女子学生１０人，合計20人．韓国人一般女子24人お

よび日本人一般女子21人（安部の資料）合計１５人で

ある．

2．測定項目

（１）形態面は身長，体重，形態指数としてLivi's

lndex(3「Ｗ/H×103)およびBMI(Ｗ/Lz×１０‘)，

機能面は握力，背筋力，垂直跳，伏臥上体反ら

し，立位体前屈，全身反応時間の６項目とし，日

本で一般的に実施されている方法で，日本製の機

器を使用して行った.．

(2)皮下脂肪厚および筋厚の測定部位は上肢が前腕

前，上腕前，上腕後，下肢が大腿前，大腿後，下

腿前，下腿後，体幹が腹部と肩甲骨下部の9部位

である．皮下脂肪厚については，腎部，耳横，顎

下，頚の後部の４部位を加えた．

(3)身体13部位の皮下脂肪厚および９部位の筋厚の

測定は超音波測定装置AIokaSSD-500Bモード法

を用い，福永（1989）の方法で測定した．厚みの

計測はMitsutoyoDigimaticを用い，少数第１位ま

で各セグメント別に算出した．

(4)体表面積の算出（Ｗ：体重，Ｈ：身長）

中村の式＝Ｗｏ･４２‘×Ho･潅×70.98および

高比良の式＝Ｗｏ“×Ho癖×72.46を用いた．

(5)身体密度推定式（Abeetall994）

（male）

［身体密度＝1.090-0.00050×９部位の総和］

（iEmale）

［身体密度＝1.086-0.00042×９部位の総和］

を用いた．

今回はmaleの式は用いずfEmaleの式のみを

扱った．

(6)体脂肪率（％fat）の推定式

Ｓｉｒｉの式

［％＝(4.950/bodydensity-4.500）×１００］

および

Bro2ekの式

［％＝(4.570/bOdydensity-4.142）×１００］

を用いた．

(7)内臓脂肪量の推定法と皮下脂肪量の算出法（安

部，福永1995）

［内臓脂肪量＝総脂肪量一皮下脂肪鉦]および

［皮下脂肪通＝体表面積×皮下脂肪厚×脂

肪密度×脂肪組織の脂肪の割合]を用いた．脂肪

の密度はＦｉｄａｎｚａｅｔａｌの（900kg/㎡)，脂肪組

織の脂肪の割合はBakerの値（0.8）を用いた．

(8)重回帰分析による除脂肪量（LBM）の推定式

（Ａｂｅｅｔａｌｌ９９４）

（Ｗｔ：体重，Ｈｔ：身長，、.t・筋厚）

（male）

［LBM＝-43.20＋0.415(Ｗｔ）

＋0.416(Abdomcnm.t,)＋0.345(Ht）

＋0.175(Tricepsm.t,）（R＝0.92）

（female）

［LBM＝-25.89＋0.214(Ｗｔ）

＋0.613(Tricepsm.t,)＋0.252(Ht）

＋0.383(Bicepsm.t､）（R＝0.81）



韓国女子ダンサーの体格・体力，皮下脂肪厚，筋厚および身体組成の特徴９５

を用いた．（今回使用）最も低い値を示し，その差は5.4cmであった．体重を

みると，（A)と(B)は57.2kgと57.3kgで等しく，（C)は

３．測定場所は愛媛大学教育学部運動生理学実習室で49.4kg，（D)は51.0kgで(A)(B)は(C)(D)よりも６～７ｋｇ

ある．高い値を示した．しかし，除脂肪体重は(A)が44.6ｋｇ

４．測定期間は2000年１２月19日～24日である．で(B)よりも3.3kg高く，（C)より5.3kg，（D)より2.9kg高

’い値であった．形態指数のLivi,slndexは(A)23.7(B）

Ⅲ結果と考察23.9は(C)23.4(D)23.2よりもやや高く，体脂肪率は(B）

が27.5%で最も高く，（D)が18.0%で最も低い値を示し

Tablelは被検者の体格・体力に関する身体的特性た．これらの結果から，韓国人女子の方が日本人女子

について，韓国人一般女子および日本人一般女性と比よりも身長で4.7ｃｍ(3.0%)，体重で7.9kg(15.9%)高

較したものである．く，身体充実指数や体脂肪率からみると，やや肥ぎみ

平均値をみると，年齢は(A)韓国人ダンサーが25.6の体型を示すことが認められた．

歳，（B)韓国人一般女子が32.2歳，（C)日本人一般女子はTablelの結果を日本人一般女子を基準（０％）に

20-29歳の範囲,(D)愛媛大学女子学生は18.8歳であっ形態面と機能面および体力測定項目について韓国人女

た．身長は(A)が162.5cmで鰻も高く，（C)が157.1cmで子ダンサーの水準を比較したものがFig.１である．握

TablelPhysicaIcha｢acteristicsofsubjects（physiqueandfitness）

Age （years）

Bodyheight （c､）

Bodyweight （kg）

LBM（kg）

BMI（kg/､f）
ＬｉＷｓｌｎｄｅｘ

％ｂｏｄｙｆａｔ （%）

GriPstrength（kg）

Backstrength（kg）

Verticalｊｕｍｐ （c､）

Trunkextension （c､）

Standhingtrunkncxion （c､）

Jumpingreactiontime （msec）

Koreandancer

n二10(s､..）

25.6（3.8）

１６２ 5（３ 4）

5７ 2（６ 2）

4４ 6（４ 6）

2１ 7（２ 2）

2３ 7（08）

2２ O（’ 7）

2３ 6（３ 2）

6９ 2(１０ 9）

3６ l（５ 0）

6１ 5（４ 9）

2２ 7（３ 8）

4199(5６ 8）

Koreanｆｅｍａｌｅ

ｎ=24(s､｡.）

32.2（8.5）

1６１ 0（4.2）

5７ 3（6.2）

4１ ４

2２ l（1.9）

2３ ９

2７ 5（4.6）

*EhimeUniversitystudentsofphysicaleducationcourse（､=15）

Ｈeight

』

Sta

Japaneseｆｅｍａｌｅ

n=21(s､｡.）

20-29

157.1（4.2）

4９ 4（5.3）

3９ ３

2０ O（1.7）

2３ ４

2０ 4（2.7）

3０ 7（０ 6）

8８ 5（０ 5）

3９ 0（２ 2）

5３ 6（２ 3）

１５ 2（０ 9）

3895(１２ 8）

ｈｔ

Ｇｒｉｐstrength

strength

Ｆｉｇ．１

Verticaljump

ComparisonbetweenKo『eandancerandJapanese

femaleinphysicaIcharacteristicsandphysicalfitness：ｍｅａｎ

（JapanesefemaIe：０％）

Ｅｈｉｍｅｕ.v・femaIe

､二１０(s,｡.）

18.8（0.4）

１５９ 4（３ 8）

5１ 0（６ 4）

4１ 7（３ 9）

2０ 0（２ 2）

2３ 2（０ 9）

1８ 0（２ 8）

＊２８ ９

＊１００ ４

＊４６ ４

＊５９ ４

＊１７ ９

＊２８６ ０



9６

力は(A)が23.6kg(B)が30.7kg,背筋力は同様に62.9ｋｇ

と88.5kg，垂直跳は36.1ｃｍと39.0cm，伏臥上体反ら

しは61.5ｃｍと53.6ｃｍ，立位体前屈は22.7ｃｍと

15.2cm，全身反応時間は419.9,secと389.5,secで

あった．韓国人女子ダンサーは日本人女子よりも握力

が7.1kg，-23.1％，背筋力が13.7kg，-21.8％，垂直

跳が2.9cm，-7.4%，全身反応時間が30.4,sec，

7.8%低く，伏臥上体反らしが7.9ｃｍ，14.7%，立位

体前屈が7.5cm，49.3％高かったことから，特に柔軟

性が優れていたが筋力，瞬発力及び敏捷性系の体力が

劣っていることが明らかとなった．また，愛媛大学女

子体育専攻学生の握力は28.9kg，背筋力は１００．４kg，

垂直跳は46.4cm，伏臥上体反らしは59.4cm，立位体

前屈は17.9cmそして全身反応時間が286.0,secを示

し，柔軟'性を除きさらにそれらの差が大きくなってい

た．

Table2は身体１３部位の皮下脂肪厚について(A)韓国

人ダンサー，（B)韓国人一般女性，（C)日本人一般女子お

よび(D)愛媛大学女子学生の測定結果を平均値と標準偏

差で示したものである．これらの値をプロットし比較

したものがFig.2およびFig.3である．日本人一般女子

については，安部の資料（1995）：身長157.1cm，体

Table2Comparisonofsubcutaneousfatthickness
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n雲21(s､..）

Ｅｈｉｍｅｕ.v,fEmale

､=１０(s､｡.）

１．Forearm （１m） 8.1（1.9） 8.1（1.6） 5.3（１．１） 5.3（1.4）

２ ＵｐｐｅｒａｒｍａｎＬ （、） ６7（’ 0） ７9（１ 8） ４7（’ 5） ４7（’ 2）

３ Upperarmpost． （、） １２ l（２ 0） １４ 3（２ 8） 1０ 6（２ 9） ７2（’ 6）

４ Abdomen （ｎm） 1５ 3（２ 7） 3２ 0（９ 4） 2０ 8（７ 9） ８3（４ 7）
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８ Tibialisant． （m､） ６3（’ 5） ７2（’ 5） ５2（’ 3） ５3（’ 3）

９ Calf（m､） ９5（２ 1） ９ l（２ 3） ７ 1（１ 9） ７5（１ 5）

１０．Ｈｉｐ （m､） １８ 0（５ 7）

１１．Ｎｅｃｋ （m､） ７2（１ O）

１２．Ｆａｃｅ （m､） ８9（１ 9）

13．Ｃｈｉｎ （､,） ７3（１ 4）
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韓国女子ダンサーの体格・体力，皮下脂肪厚，筋厚および身体組成の特徴

重49.4kg，体脂肪率20.4%の女性を対象にして比較し

た．また，韓国人一般女子は安部の未発表資料を参考

に提供して戴いた．（A)韓国人女子ダンサーの皮下脂

肪厚は前腕前部が8.1mm，（C)日本人一般女性が5.3

mm，同様に，上腕前部は6.7ｍｍと4.7mm，上腕後部

は12.1ｍｍと１０．６mm，大腿前部は12.3ｍｍと１０．６mm，

下腿前部は6.3ｍｍと5.2ｍｍおよび下腿後部は9.5ｍｍ

と7.1mmで，韓国人女子ダンサーの方が高い値を示し

たが，腹部は15.3ｍｍと20.8ｍｍおよび肩甲骨下部は

10.0ｍｍと１０．９ｍｍで低い値であり大腿後部は１１．０ｍｍ

で同値であった．愛媛大学女子学生の大腿後部は

12.7mmで韓国人女子ダンサーを上回っていたが，そ

の他の部位では全て低い値を示した．また，韓国一般

女子は下腿後部が9.1mmであり，その他の全ての部位

で韓国人女子ダンサーよりも高い値を示した．これら

の結果から，韓国人女子ダンサーの上下肢及び大腿前

部の皮下脂肪厚が高く，体幹部の皮下脂肪厚が低いこ

とが明らかとなった．即ち，日本人一般女子の腹部皮

下脂肪厚は韓国人女子ダンサーよりも5.5mm，35.9％

高くなっていた．しかし，韓国人一般女子の腹部皮下

脂肪厚は更に厚く，韓国人女子ダンサーの２倍，日本

人一般女子よりも11.2mm，53.8%高い値であった．

また，日本人一般女子及び愛媛大学女子学生の皮下脂

肪厚は全体的に韓国人女性より極めて低い傾向にある

ことが明らかとなった．

Table3は(A)韓国人女子ダンサー，（C)日本人一般女

子および(D)愛媛大学女子学生の身体９部位の筋厚の

測定結果を平均値と標準偏差で示したものであり，こ

れらの値をプロットして比較したものがFig.4であ

る．これらを見てみると，前腕前部，上腕後部および

Table3CompariscnOfmusclethickness
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韓国女子ダンサーの体格・体力，皮下脂肪厚，筋厚および身体組成の特徴 9９

察できなかった．

Ⅳ論識

福永（1978）は超音波法を用いてヒトの体肢組成・

筋力の分析を行い「ヒトの絶対筋力」を著し，ヒトの

最大筋力発揮のメカニズムについて，筋断面積との関

係を発達，測定対象や測定方法を変えて多様な立場か

らまとめている．その後，超音波測定機器の開発もあ

り，現在に至るまで福永プロジェクトによって日本人

の身体組成研究が発展してきた．福永・金久（1990）

は「日本人の体肢組成」で一般人の健康づくりの成果

やスポーツ競技者のパーフォーマンスに影響を与える

基本的な要因は身体を構成する筋・骨・脂肪などの組

織最やその比率（身体組成）の定逓化が大切であり，

身体運動実施前後のできばえやその効果を明確に分析

することの必要性を述べている．また，安部・福永

（1995）は「日本人の体脂肪と筋肉分布」を著し，体

型は骨格の大きさやそのバランスにも影響されるがそ

の多くは，骨格に付着する筋肉の量と皮下組織や内臓

周辺に蓄積する体脂肪量によって決定されていると述

べ『体型・身体組成に影響する要因およびそれを変化

させる方法」に関する国内外で測定した研究成果をま

とめている．

本研究は韓国でダンスレッスンを行っている女子と

愛媛大学ダンス部の交流を機会に，例数は少ないが体

力測定および超音波法による体肢組成の測定から，日

本人女子および愛媛大学女子学生と比較することに

よって韓国人女子ダンサーの身体組成の特徴を明らか

にしようとした．一方，国際比較研究として，両国の

文化的，民族的および社会的習慣の違いによるライフ

スタイルを背景とした総合的なフィットネスを理解す

るための基礎的資料を得ることも念頭に置いた．

測定結果によると，韓国で日頃ダンスレッスンを

行っている学生および一般女子は日本人女子や愛媛大

学女子学生よりも背が高くやや大柄の体格・体型を示

していた．また，６項目の体力測定結果から柔軟性は

極めて高かったが，筋力，瞬発力および敏捷性系の能

力は日本人女子や愛媛大学女子学生よりも極めて低い

水準であった．これらの特徴については，日頃のダン

スレッスンで身体を柔軟に働かせる身体運動を積極的

に実践していることが影響していると考えられる．し

かし，筋機能に関わるテスト項目の測定値が体格・体

型の大きさに比較して極めて低いことはダンス活動以

外の身体活動量の水準が低いことが考えられる．ま

た，日本の文部科学省が毎年，小・中・高・大で実施

しているようなこれらの体力測定が，韓国の学校や関

連組織・機関において全国的に実施されておらず測定

方法に不慣れなことも考えられる．

身体９部位の皮下脂肪厚の測定結果から韓国人女子

ダンサーの体幹部の皮下脂肪厚は日本人一般女子より

も低く，上肢，下肢および大腿前部は高い水準であっ

た．しかし，愛媛大学女子学生に比べて大腿後部を除

き全ての部位で高い皮下脂肪厚を示した．韓国人女子

ダンサーと日本人一般女子の皮下脂肪は腹部が１５ｍｍ

～22mmで最も高く，次いで，上腕後部，大腿前部お

よび肩甲骨下部が10mm～１３mmの範囲にあった．ま

た，前腕前部，上腕後部，下腿後部，大腿前部の順で

低くなり５ｍｍ～９ｍｍの範囲で分布していた．韓国一

般女子はほとんどの部位で極めて高い値を示し，特に

腹部は平均32mmで韓国人女子ダンサーの２倍であっ

た．また，愛媛大学女子学生は大腿後部が最も高くそ

の他の部位で全て低い値を示し，特に，体幹部は６

mm～８ｍｍの低い皮下脂肪厚であった．

安部・福永（1995）は総皮下脂肪厚に対する身体各

部位の割合は体幹部や大腿部が最も高く，個人差はあ

るが，肥満者も痩身者も平均値で比較すると分布に有

意差が無いこと，体脂肪率が20%程度の男女の皮下脂

肪分布の比較では，上腕部，大腿部および下腿部では

女性の方が男性よりも有意に高い値を示したことを報

告している．また，２０～30歳代の若年女性を対象に皮

下脂肪の分布の国際比較研究によると，身体各部位の

分布は類似しているが，アメリカ白人やドイツ人では

分布パターンとして大腿部の皮下脂肪が高い傾向を示

していたが，日本人や韓国人ではむしろ腹部などの体

幹部に皮下脂肪の蓄積が強い傾向であることを観察し

ている．今回の日本人一般女子および韓国人女子の腹

部の皮下脂肪が最も高かったことはこれらの報告と一

致していたが韓国人同士の比較ではダンサーのほう

が極めて低かったことはダンス活動の影響によるもの

であろう．福永・金久の報告（1990）では平均身長

158.2cm，体重52.1kgの一般女子大学生１００３名の大腿

後側の皮下脂肪厚は12ｍｍで，愛媛大学女子学生の大

腿後部と一致していた．湯浅（1987）は１７～26歳女子

33名について全身の皮下脂肪分布状態を報告してお

り，腹部よりも大腿部の方が高い値を示していた．石

田ら（1987）は１８～22歳までの大学女子長距離ラン

ナーの皮下脂肪厚の特徴について，一般人との差は体

肢よりも体幹において大きく、その差が最も顕著に現

れたのは側腹部であったことを報告しており，愛媛大

学女子学生の腹部が顕著に低く大腿部が最も高いこと

は特徴として挙げられる．また，腹部において最も大

きく個人差が現れることを福永（1995）が述べてお

り，今回の対象者についても同様のことが考察され



100 杉山ほか

た．

筋厚の分布パターンをみると，韓国人女子ダン

サー，日本人一般女子および愛媛大学女子学生とも類

似していた．三者とも大腿後部が平均値で52mm～

61ｍｍの範囲にあり下腿後部は60ｍｍを示し，特に韓国

人ダンサーの大腿後部が発達していた．安部（1994）

は日常の身体活動量と下肢の筋組織との関係を検討

し，大腿の後面，下腿の前面および後面の筋組織厚と

平均歩数との間に有意な相関関係が観察されたが，大

腿部前面の筋組織厚との間には明らかな相関関係は認

められなかったことを報告している韓国人女子ダン

サーの筋厚が全身において上回っていたことは日常の

ダンス活動の影響が推察された．

福永・金久（1990）は皮下脂肪厚と体脂肪率，体脂

肪量および身長当たりの体脂肪量との間には全ての部

位でｒ＝0.6～0.9の有意な相関関係が見られ，その相

関係数は全ての項目において腹部が最も高く，次いで

大腿前部および上腕後部が他の部位に比較して高い値

であったこと，また，除脂肪組織量に関する項目と筋

厚との関係は腹部を除く全ての項目で有意な相関関係

が認められるものの，相関係数はｒ＝0.5～0.6であ

り，体脂肪鉦と皮下脂肪厚とのそれに比較して低い

が，そのなかでも上腕後部，大腿前部および下腿の筋

厚は，他の部位に比較して高いことを報告している．

韓国人女子ダンサーの腹部，大腿前部および上腕後部

の皮下脂肪厚は股も高かったこと，体脂肪率，体脂肪

量，総皮下脂肪厚および総皮下脂肪鼠は愛媛大学女子

学生よりも全て有意に高い値を示した．また，総筋厚

は上回っていたが両者間には有意差が認められなかっ

た．これらの結果から韓国人女子ダンサーおよび韓国

人一般女子は日本人女子と比較して総体的に体脂肪の

多い身体組成を構成していることが推察される．これ

らの原因については，韓国における生活習慣，特に，

食生活や日常のスポーツ・身体活動など民俗的な社会

生活の違いなどが考えられるが，体力測定や社会生活

調査等を含めて，もっと多くの被検者を対象に検討す

る必要があろう．

Ｖ要約

韓国人でJazzerciseを行っている梨花女子大学学生

および一般女子ダンサー１０人および愛媛大学女子学生

１０人を対象に(安部の資料による韓国人一般女子24人

および日本人一般女子21人を参考)体格・体力の測定

および皮下脂肪厚と筋厚を超音波測定装世AlokaSSD

500のB,モード法を用いて測定し，身体組成の特徴を

比較検討した．結果は以下のように要約される．

1）対象となった韓国人女子ダンサーは平均身長が

162.5士3.4ｃｍ，体重が57.2±6.2kgを示し，日本

人一般女子と較べて身長で4.7ｃｍ(3.0%)，体重で

7.9kg(15.9%)高く，身体充実指数であるLivi，s

lndexが23.7を示し，日本人女子よりもやや大柄な

体格・体型を示した．

2）韓国人女子ダンサーは握力が23.6±3.2ｋｇ，背筋

力が69.2±１０．９kg，垂直跳が36.1±5.0kg，上体反

らしが61.5士4.9ｃｍ，立位体前屈が22.7士3.8cmお

よび全身反応時間が419.9±56.8,secを示し，日本

人一般女子と比較して握力が7.1kg，-23.1％，背

筋力が１３．７ｋｇ，-21.8％，垂直跳が2.9cm，－７．４

％および全身反応時間が30.4,sec，7.8％低く，伏

臥上体反らしが7.9cm，14.7%，立位体前屈が7.5

ｃｍ，49.3％高かったことから，特に柔軟性が優れ

ており，筋力，瞬発力及び敏捷性系の体力が劣って

いることが明らかとなった．

3）韓国人女子ダンサーの皮下脂肪厚は前腕前部が

８．１mm，上腕前部が6.7mm，上腕後部が12.1mm，

大腿前部が12.3mm，腹部が15.3mm，肩甲骨下部が

１０．０mm，となり，日本人一般女子よりも上下肢お

よび大腿前部が厚く，体幹部が薄いことが明らかと

なった．

4）韓国人女子ダンサーの筋厚は下腿前部が３４ｍｍ，

大腿後部が60.6mm，腹部が13.4mm，肩甲骨下部が

21.8ｍｍを示し，日本人一般女子よりも，特に，下

腿前部が9.0mm，36.0%，腹部が2.9mm，27.6%，

肩甲骨下部が4.1mm，23.2%，および大腿後部が

7.8mm，14.8%厚く，韓国人ダンサーの体幹および

脚の筋群が発達していることが推察された．また，

愛嬢大学女子学生は上肢や体幹の筋群の発達がやや

低い傾向が推察された．

5）韓国人女子ダンサーの総皮下脂肪厚は91.3±9.4

ｍｍ，総筋厚は305.2±29.3mm，総皮下脂肪量は

12.5土1.5kg，体脂肪率は22.0±1.6%，体脂肪逓は

12.6±1.9kgとなり日本人一般女子よりも有意に高

い身体組成を示した．除脂肪体重は44.6kgと41.7ｋｇ

で両者間に有意差は認められなかった．内臓脂肪量

については推定式による結果の誤差が大きいため割

愛した．

6）韓国人女子ダンサーの体幹部における皮下脂肪厚

が薄く，筋厚が厚い傾向にあること，および柔軟性

が極めて優れていることは日頃のダンス練習の影響

が考えられるが，体重や体脂肪率が高く，体脂肪量

が多いことが跳躍力などに影響を及ぼしていること

が示唆された．

7）韓国人一般女子の皮下脂肪厚は全身で厚く，特に
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腹部は32.0ｍｍを示し，愛媛大学女子学生の3.9倍，

韓国人ダンサーの2.1倍，日本人一般女子の1.5倍で

あり，韓国人女性は日本人女性に較べて総体的に体

脂肪の多い身体組成を構成していることが推察され

た．これらの原因については，韓国における生活習

慣，特に，食生活や日常のスポーツ・身体活動など

民俗的な社会生活やライフスタイルの違いなどが考

えられるが，体力測定や社会生活調査等を含めて，

もっと多くの被検者を対象に検討する必要があろ

う．

(測定に当たり韓国梨花女子大畢校の林美子教授のご協力

を戴いたことに感謝いたします．本研究の一部は韓国の

Seoulで開催きれた第９回日・韓健康教育シンポジウム兼

第49回日本教育医学会で発表した）
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